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1) 榊原陽一､○柳浮 研､高見恭成､中山建男､Liu,M.-C.､水光正仁 :

ヒト肝臓の新規の硫酸転移酵素 cDNAクローニングと大腸菌による発現

日本農芸化学会 1997年度大会

(平成 9年4月)

2) ○清水健一､山口秀樹､中里雅光､水光正仁 :

17α-水酸化酵素遺伝子のスプライス部位における新たな遺伝子変異

日本農芸化学会 1997年度大会

(平成 9年 4月)

3) Y.Araki,Y.Sakakibara,V.Boggaram,J.Katafuchi,M.Suiko,H.Nakajimaand
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Tissue-specificanddevelopmentalstage-dependentexpressionofanovelrat
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食品に含まれる無機硫酸塩の生体内での機能 :ヒト硫酸活性化酵素のクローニング

第 52回日本栄養 ･食糧学会大会

(平成 10年 4月)
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翻訳後修飾としてのチロシン硫酸化とその機能

日本生化学会九州支部例会シンポジウム ｢タンパク質の翻訳後修飾機構｣
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硫酸化の多様性と生物機能
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日本栄養 ･食糧学会西日本支部､日本食品科学工学会西日本支部合同大会

(平成 10年 11月)
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蛋白質硫酸化の多様性と生物機能一翻訳後修飾としてのチロシン硫酸化とその機能

神戸大学学術講演会

(平成 10年 11月)

19)○水光正仁 :

タンパク質硫酸化の多様性と生物機能
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硫酸化の多様性と生命機能

日本学術会議九州 ･沖縄地区学術講演会 ｢テクノロジーの進歩と生命｣
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